






3 )軟弱地盤の沈下対策ジオテキスタイル 6) 

軟弱地盤の変形抑止や支持力増強のためにジオテキスタイルを用いる工法として、深層混合処

理工法との併用工法について検討を行ってきました。土とジオテキスタイル問の相互作用を考慮

した解析的検討))により、補強効果の把握や改良設計の合理化等に関する検討を行いました。ま

た、一層敷込工法について、補強効果や補強地盤としての支持力特性について現在検討を行って

います。

4)寒冷地ジオテキスタイル及びアンカー

寒冷地で盛土や切土補強のためにジオテキスタイルやアンカーを用いた場合、冬季の凍上現象

により凍結面において大きな引っ張り力が作用し、補強材(ジオテキスタイルやアンカー)が破

断するなどの事例が報告がされております。これらに対応するために、ジオテキスタイルで補強

する場合、凍着力を軽減するために凍結面近傍にスリッフレアーを設けるなどした工法の開発を

進め、現場実験で検証中であります。さらに、補強のためにアンカーを用いた場合のアンカーの

破断に対してはアンカー頭部に緩衝装置を設けて大きな凍上力を発生させず、融解時にまた元の

位置に戻る機構を開発中であります。

5.おわりに

以上簡単ですが、当社技術研究所の紹介をさせて頂きました。今後、新しく高機能を有したジ

オシンセティックスの開発がなされ、地盤内にジオシンセティックスを挿入あるいは混合した技

術開発が急速に進むものと思われます。当社としても地盤だけではなく、ジオシンセティックス

等との複合体としての地盤の評価法の研究開発に努めています。今後ともご指導とご支援をよろ

しくお願いいたします。
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